


第
一
章
体
温
調
節
の
意
味
-
体
温
は
な
ぜ
三
七
℃
か
?
-

一
体
温
と
生
物

2

二
体
温
と
は

ｙ

三
熱
出
納

j

四
体
温
調
節
の
脳
機
構

δ

第
二
章
温
度
の
受
容
機
構
-
脳
は
温
度
計
を
持
っ
て
い
る
-

一
末
梢
の
温
度
受
容
器

巧

A
温
受
容
器
と
冷
受
容
器

亙

B
温
受
容
器
の
活
動

俘

C
冷
受
容
器
の
活
動

召

D
温
度
受
容
器
の
形
態

四

E
温
度
受
容
の
仮
説

籾

二
脳
の
温
度
受
容
器

ご



A
脳
内
温
度
受
容
器
の
発
見

ご

B
ブ
ﾚ
ｲ
ﾝ
･
ｽ
ﾗ
ｲ
ｽ
を
用
い
た
研
究

お

三
温
度
受
容
機
構
解
明
へ
の
ｱ
プ
ﾛ
ｰ
ﾁ
の
現
状
-
活
躍
が
目
だ
つ
日
木
の
研
究
者
-

昂

A
バ
ｸ
ﾃ
ﾘ
ｱ

J

B
ゾ
ｳ
ﾘ
ﾑ
ｼ

刀

C
線
虫

舅

D
ほ
乳
類
の
末
梢
温
度
受
容
機
構
研
究

錨

E
ほ
乳
類
の
脳
内
温
度
受
容
機
構
研
究

お

第
三
章
体
温
調
節
反
応
-
効
果
器
は
ほ
と
ん
ど
借
り
物
-

一
熱
産
生
反
応
(
h
e
a
t
p
r
乱
に
圧
呂
)

渥

A
ふ
る
え

召

B
非
ふ
る
え
熱
産
生

卵

二
熱
放
散
反
応

肩

A
皮
膚
血
管
運
動

お

B
発
汗

夕

C
発
汗
以
外
の
蒸
散
性
熱
放
散

肩

三
体
温
調
節
は
ﾚ
ﾝ
ﾀ
ﾙ
も
の
の
寄
せ
集
め

G

四
行
動
性
体
温
調
節

肩

A
温
熱
的
快
･
不
快
感
と
温
度
感
覚

蒔



第
四
章
神
経
機
構
I
-
温
度
求
心
路
と
体
温
調
節
｢
中
枢
｣
-

一
ど
こ
の
温
度
情
報
が
大
切
か
？

だ

二
温
度
情
報
の
求
心
路

刀

三
中
枢
神
経
機
序

μ

A
体
温
調
節
系
の
階
層
構
造

巧

B
温
度
情
報
の
統
合

甜

C
温
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
v
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冷
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ

卯

第
五
章
神
経
機
構
H
ﾄ
遠
心
路
ﾄ

一
熱
産
生
反
応

心

A
ふ
る
え

J

B
非
ふ
る
え
熱
産
生

心

二
熱
放
散
反
応

m

A
皮
膚
血
管
運
動

沼

B
発
汗

J

C
ﾋ
ﾄ
で
の
血
管
運
動
､
発
汗
神
経

J

D
唾
液
分
泌
.
g
r
o
o
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i
n
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J

三
行
動
性
体
温
調
節

J

四
ま
と
め

辺



第
六
章
発
熱
と
解
熱
-
脳
は
解
熱
物
質
を
作
る
ｰ

一
発
熱
は
役
に
立
つ
の
か
？

J

二
発
熱
と
体
温
調
節

四
一

三
内
因
性
発
熱
物
質
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(
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:
T
N
F
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J

四
内
因
性
発
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物
質
の
中
枢
へ
の
作
用

J
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血
液
･
脳
関
門
通
過
説

J

B
脳
室
周
囲
器
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説

J
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説

J
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ｼ
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る
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-
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:
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第
七
章
体
温
調
節
の
原
理

一
合
理
的
な
効
果
器
の
動
員

J

二
｢
統
合
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
｣
は
あ
る
の
か
?

J

三
独
立
な
神
経
ﾓ
ジ
ｭ
ｰ
ﾙ
機
構

J

四
ｾ
ｯ
ﾄ
ポ
ｲ
ﾝ
ﾄ

巧

五
絶
食
時
の
体
温
調
節

J

六
ﾈ
ガ
ﾃ
ｨ
ブ
ﾌ
ｨ
ｰ
ド
バ
ｯ
ｸ
と
ﾌ
ｨ
ｰ
ド
ﾌ
ｫ
ﾜ
ｰ
ド

心

第
八
章
い
ろ
い
ろ
な
体
温
変
動
-
い
つ
も
い
つ
も
三
七
℃
で
は
な
い
-

一
睡
眠
と
体
温
‥
脳
冷
却
?

J

二
日
内
変
動

万

三
冬
眠

四
に

四
運
動

心

五
性
周
期

四
一

六
視
索
前
野
に
お
け
る
体
温
変
動
機
構

心

七
温
度
適
応
-
無
駄
を
省
く
-

心

A
暑
熱
順
化

心

B
寒
冷
順
化

心

八
ま
と
め

心



座
談
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温
調
節
の
ﾒ
ｶ
ﾆ
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ﾑ
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